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福島県いわき市の河川で採集された暖水性の水生動物 5 種 
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Abstract 

Two warm-water fish species, Eleotris fusca (Bloch and Schneider, 1801) and Sicyopterus 

japonicus (Tanaka, 1909), and three warm-water decapod crustacean species, Macrobrachium 

formosense Bate, 1868, M. japonicum (De Haan, 1849), and Varuna sp., were collected from a 

river in Iwaki, Fukushima Prefecture, Japan. The occurrence of E. fusca represents a new record 

from the prefecture and the northernmost record for the species. It is likely that M. japonicum 

overwintered, but the other four species probably dispersed from the south via ocean currents. In 

recent years, the range of many species has been extending northward due to global warming 

and thermal discharge. To understand changes in the distribution and habitat of these aquatic 

animal species, it is necessary to continue monitoring the occurrence of warm-water aquatic 

animals in coastal areas and rivers in the prefecture. 
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緒言 

福島県は温帯域に位置し、沖合には北か

ら親潮由来の寒流が、南から黒潮由来の暖流

が流れる（楊ら 2001; 川崎 2012）。それゆ

え、同県の沿岸域および河川には、温帯性の

魚類や十脚甲殻類などの水生動物が生息す

ると同時に、主に亜寒帯域に分布する冷水性

の水生動物や、関東地方以南の温帯域から熱

帯域に分布する暖水性の水生動物も見られ

る（稲葉 1999; 井口ら 2005; 根本ら 2007; 

久米ら 2017; 鈴木孝男ら 2018; 森ら 2020; 

福島県生活環境部自然保護課 2023）。この

うち、暖水性の水生動物については、1930 年

代から 2010 年代にいたるまで断片的に記録

されてきたが（例えば、井口ら 2005; 久米ら 

2017; 小枝 2022）、未だその出現状況が十分

に調べられたとは言い難い。特に近年は、地

球温暖化による水温上昇が続いており（気象

庁 2023）、また、温排水が流入し、水温が

高い水域も確認され始めている（倉石 2014; 

丸山ら 2018）。そうした影響で、暖水性の

水生動物の出現頻度や個体数が増加してい

る可能性が考えられ、福島県における水生動

物の分布および相の変化に関する知見を集

積していくためには、まずは、それらの動物

の出現状況をモニタリングする必要がある。 
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このような観点から、著者らは 2021 年か

ら 2022 年にかけて、福島県の 1 河川で、暖

水性の水生動物の出現状況を調べるための

採集調査を実施した。その結果、北限記録種

を含む暖水性の魚類 2種および十脚甲殻類 3

種を採集することができたため、ここに報告

する。 

 

材料および方法 

採集調査は、2021年 12月 5日および 2022

年 12 月 25 日に福島県いわき市の 1 河川で、

手網（間口 33 cm、網目 2 mm）を用いて行

った。河川名は、採集圧を考慮して秘匿とす

る。採集地点は感潮域の上端に位置し、干潮

時で水深は約 10–60 cm、川幅は約 5–10 m、

塩分は約 0 ‰であった。川底は礫、砂および

泥で構成されていた。上流には工場由来の排

水が流入しており、採集地点の水温は 2021

年 12 月 5 日が 24.6 °C、2022 年 12 月 25 日

が 25.1 °Cと、冬季にしては高かった。 

採集された魚類および十脚甲殻類は持ち

帰り、氷殺した。その後、魚類は 10 %ホル

マリン水溶液で固定し、後日 70 %エタノー

ル水溶液に保存した。甲殻類は 70 %エタノ

ール水溶液で固定した。魚類の各部の計測お

よび計数は、中坊・中山（2013）および明仁

ら（2013）に、甲殻類の計測および計数は、

尾山ら（2021）に従って行った。魚類は標準

体長（Standard length; 以下、SL と表記）を、

エビ類は体長（Body length; 以下、BL と表

記）および頭胸甲長（Carapace length; 以下、

CL と表記）を、カニ類は甲長（Carapace 

length; 以下、CL と表記）および甲幅

（Carapace width; 以下、CW と表記）を、ノ

ギスを用いて 10 分の 1 mm の精度で計測し

た。同定は、Hwang and Takeda（1986）、明仁

ら（2013）、丸山（2017）および豊田・関（2019）

に従った。本研究に用いた標本は、神奈川県

立生命の星・地球博物館の魚類標本資料

（KPM-NI）または甲殻類標本資料（KPM-

NH）として登録した。なお、同館における

標本番号は、電子台帳上ではゼロが付加され

た 7 桁の数字が使われているが、ここでは標

本番号として本質的な有効数字で表した。 

なお、本研究における「暖水性」の定義は、

東北地方を出現の北限とし、主に関東地方以

南の温帯域から熱帯域に分布するものとす

る。 

 

結果および考察 

脊索動物門 Phylum Chordata 

条鰭綱 Class Actinopterygii 

ハゼ目 Order Gobiiformes 

カワアナゴ科 Family Eleotridae 

テンジクカワアナゴ Eleotris fusca (Bloch and 

Schneider, 1801) 

（Fig. 1-A） 

標本：KPM-NI 75160–75161、2 個体、63.7–

72.9 mm SL、福島県いわき市の河川、2021 年

12 月 5 日、山川宇宙・碧木健人採集。 

上記 2 標本は、前鼻管の先端が上唇に届く

こと、眼下の横列孔器列数が 8 であり、縦列

孔器列 A を横断する 2 本の横列孔器列の間に

1 本の横列孔器列があること、鰓蓋部の上下

の孔器列が後方で接することが、明仁ら（2013）

のテンジクカワアナゴの標徴と一致したため、

本種と同定された。a 

本種はインド－太平洋の主に熱帯および

亜熱帯域に広く分布し（明仁ら  2013; 

Mennesson et al. 2018; 瀬能ら 2021）、国内では

小笠原諸島、茨城県、千葉県、神奈川県、静岡

県、愛知県、和歌山県、高知県、愛媛県、大分

県、宮崎県、鹿児島県および琉球列島から記

録されている（明仁親王 1967; 伊藤 2003; 荒

尾ら 2008; 大塚ら 2010; 神田 2011; 平嶋・

中谷 2012; 中谷ら 2012; 立川・宮島 2012; 

明仁ら 2013; 吉郷 2014; 山川・瀬能 2015; 

池  2017; 三井  2018; 山川ら  2018; 金川ら 

2018; 板井ら  2019; 尾山ら  2021; 瀬能ら 

2021; a小林ら a 2022; a是枝ら 2022; a金子ら 



 
Fig. 1. A, Eleotris fusca, KPM-NI 75160; B, Sicyopterus japonicus, KPM-NI 75162; C, Macrobrachium 

formosense, KPM-NH 4633; D, Macrobrachium japonicum, KPM-NH 4634; E, Varuna sp., KPM-NH 4638. 

Photographed by D. Uchida. Scale bars indicate 10 mm. 
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2022; 山崎ら  2022; 古𣘺ら  2023; 山川ら 

2023a）。今回の記録は、本種の福島県初記録で

あると同時に、北限記録となる。 

 

ハゼ科 Family Gobiidae 

ボウズハゼ Sicyopterus japonicus (Tanaka, 

1909) 

（Fig. 1-B） 

標本：KPM-NI 75162、1 個体、26.1 mm SL、

福島県いわき市の河川、2021 年 12 月 5 日、

碧木健人採集。 

上記標本は、吻が広く、上顎を覆うこと、上

唇中央の切れ込みの内側に小突起があること、

上唇側面の中央付近に切れ込みがあること、

第 2 背鰭は 1 棘 10 軟条であること、尾鰭の上

方および下方に暗色縦線がないことが、明仁

ら（2013）のボウズハゼの標徴と一致したた

め、本種と同定された。 

本種は日本、韓国済州島および台湾に分布

し（Hwang et al. 2008; 明仁ら 2013; 瀬能ら 

2021）、国内では伊豆諸島八丈島、小笠原諸島、

岩手県の太平洋沿岸および兵庫県の日本海沿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸から琉球列島、五島列島の各地で記録され

ている（道津・水戸 1955; 位田ら 1982; 金川 

1988; 稲葉 1998; 稲葉 2001; 伊藤 2003; 井

口ら 2005; 江口ら 2008; 荒尾 2009; 大塚ら 

2010; 高木ら 2010; 神田 2011; 武内ら 2011; 

平嶋・中谷 2012; 立川・宮島 2012; 明仁ら 

2013; 向井ら 2014; 吉郷 2014; 池 2017; 花

﨑 2018; 金川ら 2018; 向井 2019; 旗 2020; 

瀬能ら 2021; 間野 2021; 金子ら 2022; 山崎

ら 2022）。福島県からは鮫川、井出川、請戸川

および真野川で記録されている（稲葉 2001; 

井口ら 2005）。今回の記録は、本種の同県 5 例

目の記録となる。 

 

節足動物門 Phylum Arthropoda 

甲殻綱 Class Crustacea 

十脚目 Order Decapoda 

テナガエビ科 Family Palaemonidae 

ミナミテナガエビ Macrobrachium formosense 

Bate, 1868 

（Fig. 1-C） 

標本：KPM-NH 4633、1 個体、31.8 mm BL、
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8.4 mm CL、福島県いわき市の河川、2021 年

12 月 5 日、山川宇宙・内田大貴採集。 

上記標本は、額角が比較的幅広く、触角鱗

先端に届かないこと、眼窩後方の頭胸甲上の

歯数が 3 であること、第 3 胸脚指節は細長く

はないこと、生時、頭胸甲の側面に 3 本の太

い暗色横帯があったことが、豊田・関（2019）

のミナミテナガエビの標徴と一致したため、

本種と同定された。 

本種は日本、韓国、台湾および中国に分布

し（豊田・関 2019）、国内では小笠原諸島、福

島県の太平洋沿岸および石川県の日本海沿岸

から琉球列島、隠岐諸島、対馬、壱岐、五島列

島、甑島列島の各地で記録されている（Suzuki 

et al. 1993; 佐藤・加藤 1996; 大富・中林 1999; 

山本 2000; 吉郷 2002; 浜野ら 2005; 平賀・

山中 2005; 吉郷・中村 2005; 土井ら 2009; 

畑間・大橋 2009; 渡邊・狩野 2009; 鈴木ら 

2012; 立川・宮島 2012; 青木ら 2013; 島根県 

2014; 桑原・辻井 2016; 丸山 2016; 今井ら 

2017; 丸山  2017; 今井ら  2018; 丸山  2018; 

丸山ら 2018; 鈴木廣志ら  2018; 平賀 2019; 

豊田・関 2019; 平賀 2020; 今井ら 2020; 尾

山ら  2021; 丸山・岡本  2022; 今井・大貫 

2023）。福島県からは藤原川水系釜戸川で記録

されている（丸山ら 2018）。今回の記録は、本

種の福島県 2 例目の記録となる。 

 

ヒラテテナガエビ Macrobrachium japonicum 

(De Haan, 1849) 

（Fig. 1-D） 

標本：KPM-NH 4634–4635、2 個体、52.4–

58.3 mm BL、17.8–20.3 mm CL、福島県いわき

市の河川、2021 年 12 月 5日、山川宇宙・内田

大貴・外山太一郎・碧木健人採集；KPM-NH 

4636、1 個体、60.8 mm BL、21.4 mm CL、福島

県いわき市の河川、2022 年 12 月 25 日、山川

宇宙・外山太一郎採集。 

上記 3 標本は、額角が比較的幅広く、第 1

触角柄部先端に達すること、眼窩後方の頭胸

甲上の歯数が 5 であること、第 2 胸脚の掌部

は太いこと、生時、頭胸甲の側面に暗色の網

目模様があったこと、腹節背部に暗色横帯が

あったことが、丸山（2017）および豊田・関

（2019）のヒラテテナガエビの標徴と一致し

たため、本種と同定された。なお、2021 年 12

月 5 日および 2022 年 12 月 25 日の両日とも、

標本個体以外に本種 10–15 個体が採集された

が、本種の保全を考慮し、それらは持ち帰ら

ずに放流した。 

本種は日本、韓国および台湾に分布し（豊

田・関 2019）、国内では伊豆諸島八丈島、小笠

原諸島、福島県の太平洋沿岸および石川県の

日本海沿岸から琉球列島、隠岐諸島、壱岐、五

島列島、甑島列島の各地で記録されている

（Suzuki et al. 1993; 佐藤・加藤 1996; 山本 

2000; 吉郷 2002; 浜野ら 2005; 平賀・山中 

2005; 吉郷・中村 2005; 宇佐美・渡邊 2007; 

土井ら 2009; 畑間・大橋 2009; 渡邊・狩野 

2009; 鈴木ら 2012; 立川・宮島 2012; 青木ら 

2013; 島根県 2014; 丸山 2016; 今井ら 2017; 

丸山  2017; 江木  2018; 今井ら  2018; 丸山 

2018; 丸山ら 2018; 鈴木廣志ら  2018; 平賀 

2019; 三井ら  2019; 豊田・関  2019; 平賀 

2020; 今井ら 2020; 尾山ら 2021; 丸山・岡本 

2022; 今井・大貫 2023）。福島県からは藤原川

水系釜戸川で記録されている（丸山ら 2018）。

今回の記録は、本種の福島県 2 例目の記録と

なる。 

 

モクズガニ科 Family Varunidae 

オオヒライソガニ属の一種 Varuna sp. 

（Fig. 1-E） 

標本：KPM-NH 4637–4638、2 個体、7.1–7.7 

mm CL、6.9–7.4 mm CW、福島県いわき市の河

川、2021 年 12 月 5 日、山川宇宙・内田大貴採

集。 

上記 2 標本は、甲が前方の丸く広がる角形

であり、扁平すること、前側縁に眼窩外歯を

除き 2 歯を備えること、第 3 顎脚の外肢の幅
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が座節より狭いこと、歩脚の指節と前節は扁

平することが、Hwang and Takeda（1986）およ

び豊田・関（2019）のオオヒライソガニ属の標

徴と一致したため、本属と同定された。2 標本

とも小さい個体であり、種までは同定できな

かった。 

本属はインド－西太平洋に分布し、オオヒ

ライソガニ V. litterata (Fabricius, 1798)および

タイワンオオヒライソガニ V. yui Hwang & 

Takeda, 1986の 2種が含まれる（豊田・関 2019; 

武田ら 2020; Lee et al. 2022）。国内では、前者

は小笠原諸島、新潟県佐渡島および福島県か

ら琉球列島、後者は島根県および神奈川県か

ら琉球列島において記録されている（一寸木・

石原 1987; 村岡 1998; 伊藤・本間 2001; 岸

野ら 2001; 鈴木 2002; 吉郷・中村 2005; 武

田・上島 2006; 吉郷・田村 2006; 小林・佐竹 

2009; 藤田  2012; 立川・宮島  2012; 山田 

2013; 深川・小原 2014; 石田ら 2014; 丸山ら 

2018; 乾ら  2019; 豊田・関  2019; 今井ら 

2020; 武田ら 2020; 和田ら 2022; 大澤 2022; 

山川ら 2023b）。福島県からはオオヒライソガ

ニが藤原川水系釜戸川で記録されている（丸

山ら 2018）。今回の記録は、本属の福島県 2 例

目の記録となる。 

 

総合考察 

上述の通り、本研究では 5 種の暖水性の水

生動物が得られた。このうち、ボウズハゼ、ミ

ナミテナガエビおよびオオヒライソガニ属の

一種は 2021 年 12 月に少数の個体が採集され

たのみであり、2022 年の調査時には確認でき

ていない。また、テンジクカワアナゴについ

ては、約 50 mm SL で成熟するとされており

（Maeda et al. 2008）、本研究で得られた 2 個

体はそのサイズ（63.7–72.9 mm SL）から成魚

であると考えられるが、やはり 2021 年 12 月

に採集されたのみである。したがって、これ

らの 4 種が採集地点において定着している可

能性は低い。2021 年 3 月下旬から 4 月上旬、

5 月上旬から中旬、6 月下旬から 7 月上旬、お

よび 8 月上旬から中旬には、福島県沖に黒潮

続流が流れていたことから（福島県水産海洋

研究センター 2021a、b、c、d、e）、4 種は、

仔稚魚および幼生の段階で、黒潮およびその

派生流により南方の生息地から採集地点に分

散してきたと考えられる。 

一方、ヒラテテナガエビについては、2021

年および 2022 年の両年に、標本個体も含めて

多数の個体が採集された。また、平賀・山中

（2005）によれば、高知県四万十川では、本種

は当歳群で約 20 mm BL、1 歳群で約 40 mm 

BL、2 歳群で約 60 mm BL に成長するとされ

ている。四万十川と本研究の採集地点におい

て成長速度が同じであるとは限らないが、本

研究で得られた標本 3 個体はそのサイズ

（52.4–58.3 mm BL）から 1歳群もしくは 2 歳

群である可能性が高い。これらのことを踏ま

えると、本種は本研究の採集地点において越

冬している可能性が高く、また、定着してい

る可能性も考えられる。福島県においては、

いわき市の藤原川水系釜戸川にて、温泉水の

流入下で本種が越冬していることが示唆され

ている（丸山ら 2018）。前述のように、本研

究の採集地点も、排水の影響により冬季でも

水温が高く、このことが本種の越冬などに寄

与しているのであろう。 

なお、テンジクカワアナゴおよびボウズハ

ゼについては、近年、特に太平洋沿岸におい

て、地球温暖化の影響で分布域が北上傾向に

あるとされている（井口ら  2005; 山川ら 

2018; 旗 2020）。特にボウズハゼは、福島県

より北に位置する宮城県においても再生産を

行っている可能性がある（旗 2020）。本研究

で 2 種が記録された直接的な要因は、上述の

通り、黒潮およびその派生流による分散であ

ると考えられるが、分布域の北上により、福

島県にこれらの暖水性種が分散しやすい状況

になりつつある可能性も考えられる。こうし

た状況を鑑みれば、今後も福島県の沿岸域お
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よび河川では、暖水性水生動物の出現が増加

し、水生動物相が変化していく可能性が高く、

その傾向を捉えるためにも、暖水性種を主な

対象とした採集調査を継続していく必要があ

ろう。 
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